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● 中学まで学校給食を無償に～川崎で新たな署名を始動～ 

 

一昨年と昨年 2 年間で 38,166 人の署名を集めた「学校給食無償化を求める川崎市民の

会」は、7 月 26 日、川崎市内で、新たな陳情署名に向けた「署名スタート集会」を開き、

12 月までの署名活動を開始しました。 

「市民の会」は、2024 年 6 月にスタートし、陳情署名 24,108 を集めて市議会に提出し、

署名の力で、2025 年度からの「給食費値上げ」をストップする成果をあげました。 

 

20205 年度は、陳情署名を 14,679 筆集めて市議会に提出し、陳情は継続審査とはなりまし

た。 

「市民の会」は、「継続審議」という形で先送りした川崎市と市議会議員に対して抗議声明

を発出しています。 

 

この日のつどいで、石倉博子共同代表は、 

「2026 年 4 月から、国の交付金を活用して、川崎市が公立小学校・特別支援学校小学部の

給食費の保護者負担がなくしたことを、すべての子どもたちが給食費の心配なく平等に給

食を食べられるようにするための大きな前進」と評価しました。 

 



一方で「川崎市では、中学校と特別支援学校で保護者負担が残りました。 

全国で 30％超の自治体で中学校卒業までの学校給食無償化が実現しているので、川崎市で

も中学卒業までの無償化をぜひ実現しましょう。」と強く訴えました。 

 

今年度の市立中学校の学校給食の保護者負担は、1・2 年生が、月額 5,300 円、年額

57,600 円、給食回数の少ない３年生が、 月額 5,000 円、年額 54,400 円です。 

これを無償にするには、2026 年度川崎市予算の 23 憶 6 千万円で、全体の 0.2%で実現し

ます。 

 

川崎市がやる気になれば、すぐにでもできることではないでしょうか。 

集会に参加した、高校 1 年生と 3 年生の二人のお子さんを育てている高津区在住の保護者

は、 

「中学に入学すると制服や体操着などが学校指定となり、部活動参加に伴う費用も必要に

なる。塾通いをする生徒も増え、家計の負担は大きい。安心して子育てができるように、

中学校段階の給食費無償化が実現できればありがたい。」と切実な実態を話しました。 

 

市議会で一貫して学校給食無償化を訴えてきた日本共産党市議団を代表して集会に参加し

た石川けんじ川崎市議は、「他会派の市議とも協力して中学校まで給食無償化を拡げたい」

と連帯のあいさつを行いました。 

  

集い終了後、参加者はすぐ近くの武蔵小杉駅前で、さっそく第 1 回の署名・対話活動を実

施し、「来年度からは、川崎市も中学校卒業までの学校給食無償化を実現しよう。」と市民

に訴えました。 

トマトやバナナやスイカの縫いぐるみも登場し、注目度はバツグンでした。 

 

子育て世代や中学生の関心も高く、30 分間で 46 人の人が署名に応じ、「小学校での学校給

食無償化はうれしい」「中学校卒業まで無償化している東京都との子育て施策の格差は一刻

も早くなくしてほしい」などの声が寄せられました。 

中学校給食の無償化を求める署名は、１万５千筆を目標にして、１２月市議会に提出しま

す。 

 

多くのみなさんのご協力をお願いします。       

学校給食の無償化を求める川崎市民の会  大前博 

 

署名用紙はここから 

 

https://newkawasaki.jp/2026/08/02/post-5872/
https://newkawasaki.jp/2026/08/02/post-5872/


◆ 「等々力緑地・子どもの広場を残して」の陳情が不採択に       

 

7 月 30 日まちづくり委員会で２つの等々力緑地に関する請願と陳情が審査されました。 

「テニスコート使用を中断なく使えるよう求める請願」と、等々力緑地を守る会が提出し

た「子どもの広場を残して欲しい」との陳情の２つです。 

 

等々力緑地を守る会の署名は短期間でしたが、1,612 筆も集まりました。 

 

＜陳情「子どもの遊び場のフロンターレ公園を残してほしい」は不採択＞ 

 

審議は、市古議員以外、どの会派からも意見や質問は出なかったのに驚きました。 

市古議員だけが私達の思いを代弁して、 

 

遊び場の縮小、サッカー時におけるフロンターレ公園の役割、子どもたちにとっての公園

の意味、温浴施設を縮小すれば樹木を残して造ることもできるのではないか、新丸子にで

きる温浴施設との関係をどう捉えるか、など、次々と市担当課長に質問してくれました

が、担当課長の回答は「広場を確実に増やすこと」を強調し、「温浴施設はスポーツの後

に利用できる需要がある」と、建設ありきの回答に終止していました。 

 

採決に入ると、審議では黙っていた会派からは、「広場が増える市の考えを理解している」

「緑地と多摩川を一体化して整備する事が必要」、などと述べて、不採択を主張しました。 

そして、採択は共産党市古議員だけで、10 対 1 という結果でした。 

 

＜委員会審議を傍聴して＞ 

 

審議を傍聴して、陳情者 1,612 名の市民の願いを人ごとのように捉えていて、陳情趣旨の

内容を調べて議論を交わすまちづくり委員会ではないと思いました。 

市民の意見をくみ取る努力をしないで、市長の方針の上意下達の議会ではあってはならな

い、と強く思いました。 

 

その一方、市古議員は、住民の陳情を詳しく調べるため、自ら等々力緑地に足を運んで現

状を確認するなど、住民に沿った主張を粘り強く発言してくれたことに感謝すると共に、

市民から選ばれた議員の姿勢がハッキリ明暗で示された委員会でした。 

 残念な結果に終わりましたが、傍聴に参加された方、大変お疲れ様でした。また署名や

署名活動に尽力してくださったことに深く感謝いたします。ありがとうございました。 

 



＜ 参考までに＞ 

 

まちづくり委員会の構成は、自民党が団長、副団長、市議会議長の 3 名、公明党が団長含

む 2 名。みらい 3 名。維新副団長 1 名、無所属会派 2 名。共産党 1 名。でした。 

まちづくり委員会がこれだけ大物が配置されるなど重視されていたのかと、愕然としまし

た！ 

 

数の力で市民の願いを拒否する国政と同じく、ここでも委員長維新、副委員長自民の自維

体制が出来上がっていました。 

 

等々力緑地を守る会 橋本稔 

 

★ 水道料金値上げはどうなる？～市議会の論議から～ 

 

川崎民主市政をつくる会が 6 月 22 日に市議会議長へ提出した「市の上下水道料金・使用

料を据え置くことを求める陳情」（陳情第 158 号、署名 368 筆）の審査が、7 月 30 日に環

境委員会で行われました。 

同様の内容の陳情第 156 号と併せて審査されました。 

 

＜今回の陳情の内容＞ 

 

① 物価高に苦しむ一般家庭および小規模事業者の水道料金・下水道使用料の値上げをし

ないでください。 

 

② 条例案を議会に提案する前に、市内各地で市民への説明会を開催し、広く意見を聴い

てください。 

また、拙速な提案はせず、市民の意見を十分に反映させる期間を設けてください。 

の２点です。 

 

＜陳情への川崎市の意見＞ 

 

審査ではまず市の担当者から、陳情への市の考え方や水道料金・下水道使用料改定の方向

性についての説明がありました。 

市は、管路や施設の老朽化対策と耐震化が必要な一方で、単価が高い大口利用の減少や人

件費増加により、現行のままでは財政破綻する見通しを示しました。 

 



そのため、受益者負担の原則を踏まえ令和９年度からの料金の値上げが必要である（ただ

し、下水道使用料は令和 10 年度以降の改定も視野に入れる）と説明しました。 

 

＜質疑の中で気になった点は？＞ 

 

続く質疑では、すべての委員から指摘や疑問が出されました。 

気になった点を報告します。 

 

料金改定案と需要予測については、小口利用者に比べ大口利用者の値上げ率が低く抑えら

れている点について、市が「大口利用者が減少傾向にあるため」と説明したことに対し

て、委員からは「計画されているデータセンター設置の需要は見込んでいるのか」「大口

利用者は工業だけでなくラゾーナなどの商業事業者も含まれる」などの指摘がなされまし

た。 

この点について、市は需要の減少は見通しで検討している一方で、増加に対しては実績が

出てから検討すると説明し、減少と増加に対するアンバランスさが浮かび上がりました。 

 

また政策面については、国が電気・ガス料金への補助金を出すなど物価高対策を行ってお

り、福田市長自身も指定都市市長会を代表して政府へ物価高対策を訴えていることを挙

げ、「今、川崎市が水道料金を値上げするのは政策の一貫性がないのではないか」との批判

が出ました。 

 

市民への周知については、以前に市がパブリックコメントを実施しない理由として「反対

意見ばかり出るから」と説明していたことに対し、「町内会や業界団体への説明会で肯定的

な意見が出ているのであれば、なおさらパブリックコメントを実施すべきだ」との意見が

出されました。 

 

＜陳情の取り扱いは、「継続」に＞ 

 

質疑の後、陳情の取り扱いについて採決が行われました。 

日本共産党（井口委員）のみが採択を主張し、その他の会派および無所属議員は継続審査

を主張したため、陳情第 156 号・第 158 号ともに「継続審査」となりました。 

 

吉根清博（川崎民主市政をつくる会事務局長） 

 

▲ お知らせコーナー 

① 「特別展 沖縄戦下の子どもたち」 



 ～8/30（日）9 時～17 時 

 川崎市平和館 

 休館日 月・第 3 火、7 月 22 日（水曜日） 

 詳しくは平和館ホームページ 

 

② 「終戦の日」憲法と平和を守る宣伝行動 

 8/15（土）16:00～17:00   

 川崎駅東口アゼリア入り口にて 

 平和と民主主義を守る川崎連絡会（代表 三嶋健弁護士） 

 

③ 平和を語り継ぐ麻生の会 

 8/17(月)10 時 20 分より 

 アニメ映画「後ろの正面だあれ」(90 分) 

 12 時半 原水爆禁止世界大会報告 

 13 時 上映 2 回目 

 

④ 2027 年度教科書採択のための教育委員会議 傍聴 

 8/29(土)13：00～ 

 川崎市役所 2 階ホール 

 傍聴受付 12：30 より（傍聴定員 100 名） 

 

⑤ ゆめシネマ「黒川の女たち」 

 8/29 ①9 時 ②12 時 ③15 時 

 かわさきゆめホール 

 一般:1000 円・当日：1500 円 

 学生・障がい者：500 円 

 044-433-3003 

 cinema@kawasakiyume.com 

 詳しくはこちら 

 

⑥ 2019 多摩川水害裁判口頭弁論 

 9/17 15 時開廷 

 横浜地方裁判所川崎支部 

 構成判決を求める署名にご協力ください。 

 署名用紙はこちら 

 

https://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000187506.html
mailto:cinema@kawasakiyume.com
https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5885/?instance_id=443
https://suigaino.wixsite.com/tamasui


⑦ 映画「武器なき斗い」上映会 

 9/26 ①9 時 ②13 時 ③16 時 

 かわさきゆめホール 

 一般:1000 円・当日：1500 円 

 学生・障がい者：500 円 

 080-5694-6115(君嶋) 

 2026yamasenkawasaki@gmail.com 

 詳しくはこちら 

  

★編集後記 

  

＜最悪の事態への想像力＞ 

  

 2019 年の多摩川水害は、多摩川の水位が市内の最低地盤高を上回っているのに樋門を閉

めなかった人災でした。 

水災対応で下沼部の消防小屋に消防団員が集まったのが午後 6 時頃、すでに上丸子の浸水

はピークに近づいていました。 

 

上丸子山王町で要救助者がいるという消防からの司令で私はまもなく現地へ向かいまし

た。 

すでに現場は胸までつかる程の水で満たされていました。 

 

苦労して現場に近づくと向こうから消防署のボートがやってきます。 

署員に状況を報告して私は現場から待避しました。 

 

あのときは夢中で思いが至りませんでしたが、「もしも蓋の外れたマンホールにはまった

ら、」と考えると、ぞっとします。 

 

イオンモール熊本の地震後の避難誘導は優秀でした。 

１時間半の間に客と従業員 4500 名を混乱なく避難させたのですから。 

 

「避難が完了したら、安全が確認されるまで再入館はしない」というのは国際的な安全基

準といいます。 

スプリンクラーの廃館が壊れて水が噴き出している状況で、ガス管が破損してガスが吹き

出しているかもしれないと容易に想像できます。 

 

mailto:2026yamasenkawasaki@gmail.com
https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5889/?instance_id=445


「最悪の事態への想像力をもたねばならない。」というのは、あらゆる場面に共通して言え

ることです。 

樋門を閉めない判断をした 2019 年当時の上下水道局長は、樋門の操作要領の解釈を盾に

言訳しています。 

 

詰まるところ、多摩川の水位が市街地の最低地盤高を超えたら何が起きるかを考えたこと

がなかったのでしょう。 

イオンモールの事故も同じ。 

 

「次の揺れの方が大きいこともある」と繰り返し言われているのだから、「入った瞬間に

次の揺れが来たら」と考えるべき。 

壊れかけた天井が落ちるかもしれない、壁が倒れてくるかもしれない。避難したら再入場

しないとイオンモールの避難マニュアルも定めていたそう。 

 

それが守られていたら、4500 人の避難に賞賛しかなかったかもしれない。 

入館を指示した側にも、従った従業員にも、財布をとりに戻って間一髪で助かった従業員

にも「最悪の事態への想像力」が欠けていた。 

 

戦争が温暖化を押し上げている。軍需産業が温暖化を押し上げている。軍隊の存在自体

が、訓練が温暖化を押し上げている。 

このまま温暖化が進んだらどうなるか、戦争指導者、軍拡推進の政治家は想像力を働かせ

て欲しい。 

 

辺野古の事故も、マイクロバスの事故も同じ。 

「最悪の事態への想像力を持て。」自分自身にも言い聞かせたい。（Y) 

  

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 

川崎民主市政をつくる会 

〒211-0011 中原区下沼部 1880 

お問い合わせ 

mailmag@newkawasaki.jp 

公式ホームページ 

https://newkawasaki.jp 

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 

 

mailto:mailmag@newkawasaki.jp
https://newkawasaki.jp/

